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今
年
、玉
野
市
は
市
制
70
周
年
を
迎
え
ま
す
。

昭
和
15
年
８
月
３
日
に
宇
野
町
と
日
比
町
が
合

併
し
、
全
国
で
163
番
目
、
県
内
で
４
番
目
の
市

と
し
て
玉
野
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

山
田
村
、
荘
内
村
、
八
浜
町
、
東
児
町
を
編
入

合
併
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
今
日
、
こ
こ
に
記

念
す
べ
き
市
制
70
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
の

も
、
ひ
と
え
に
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
の
賜
物
と
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
、
宇
野
線
開
通
100
周
年
、
宇

野
港
開
港
80
周
年
、
玉
野
競
輪
開
設
60
周
年
に

あ
た
り
、
さ
ら
に
は
、
現
在
、
直
島
、
豊
島
、

小
豆
島
等
で
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
が
開
催
さ
れ

て
お
り
、
10
月
30
日
か
ら
は
県
内
で
国
民
文
化

祭
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
ま
さ
に
本
市
に
と
り

ま
し
て
記
念
す
べ
き
節
目
の
年
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
記
念
す
べ
き
市
制
70
周
年
を

契
機
と
い
た
し
ま
し
て
、
気
持
ち
を
新
た
に
、

未
来
に
向
け
て
「
誇
り
の
持
て
る
郷
土
」
を
目

指
し
、市
民
の
皆
様
と
の
対
話
を
進
め
な
が
ら
、

希
望
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
と
し
て
、
今
年
度
か
ら
新
し
い
交

通
体
系
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
私

た
ち
は
、
通
勤
、
通
学
、
買
い
物
、
通
院
な
ど
、

日
々
暮
ら
し
て
い
く
う
え
で
移
動
は
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
状
は
自
家
用
車
に

依
存
し
た
社
会
と
な
っ
て
お
り
、
運
転
が
で
き

な
い
高
齢
者
や
学
生
な
ど
に
と
っ
て
は
不
便
な

社
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
誰
も
が

自
由
に
移
動
で
き
る
交
通
手
段
を
確
保
す
る
こ

と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
市
民
の
皆
様
か
ら

ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
全
国
に
先
駆
け
、
市

内
を
自
由
に
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
新
た
な

地
域
公
共
交
通
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
老
朽
化
し
た
公
共
施
設
の
建
て
替
え

や
新
た
な
施
設
の
建
築
に
つ
い
て
市
民
の
皆
様

と
と
も
に
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
施
設
の
建
設
に
必
要
な
財
源
や
後

世
へ
の
負
担
な
ど
の
情
報
を
市
民
の
皆
様
と
共

有
す
る
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上

で
、
真
に
必
要
な
公
共
施
設
は
何
か
に
つ
い
て

皆
様
と
議
論
を
進
め
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
玉
野
市
が
大
き
な
飛
躍
を
遂
げ

る
た
め
に
は
、
市
民
の
皆
様
と
の
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
市
民
の
皆
様
を
は
じ
め
関
係
各
位
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
今
後
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

玉野市長　 黒田 晋

自
立
か
ら  

飛
躍
に
向
け
て

自
立
か
ら  

飛
躍
に
向
け
て

市
制 

　
　
周
年

市
制 

　
　
周
年

市
制 

　
　
周
年
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8月

10月

3月

11月

11月

7月

4月

2月

5月

4月

10月

6月

10月

5月

8月

9月

10月

10月

4月

12月

8月

3月

4月

4月

3月

7月

10月

4月

8月

1月

4月

8月

12月

10月

8月

7月

8月

5月

3月

昭和15年

25年

26年

28年

29年

30年

32年

33年

35年

36年

37年

40年

41年

43年

45年

47年

48年

49年

53年

55年

56年

　　　

59年

63年

平成元年

6年

8年

11年

16年

17年

18年

22年

宇野町と日比町が合併して
玉野市誕生
宇野港第2突堤完成
玉野競輪場開設
宇野港が国の重要港湾に指定される
全国初めての治山課を設置
山田村を編入合併
海洋博物館完成
荘内村を編入合併
八浜町を編入合併
宇野港第1突堤1万トン
バース完成
市立玉野商業高等学校開校
ごみ焼却場完成
市民会館完成
国鉄宇野線電化される
国道30号開通
宇高国道フェリー就航
第17回国体夏季大会の
ヨット競技が渋川で開催
国体秋季大会の自転車競技が開催
東七区、南七区を編入
現在の市庁舎が完成
国道30号バイパス（ループ橋）完成
玉野おどり始まる
市営電鉄廃止
総合文化センター開館
葬祭費無料化を実施
東児町を編入合併
東清掃センター完成
長野県岡谷市と姉妹都市縁組締結
公共下水道供用開始
大韓民国忠武市（現統営市）と
姉妹都市縁組締結
尾坂トンネル開通
宇高連絡船廃止
宇野港田井地区開港
新しい宇野駅誕生
中国九江市と友好都市縁組締結
シーバス運行開始
米国グロスター市と姉妹都市縁組締結
国道30号4車線化完成
宇野港第1突堤大型客船バース
（クルーズポートウノ）供用開始
国道430号玉野トンネル拡幅完成

▶
昭
和
15
年
８
月
３
日
の
新
聞
。
玉
野
市

制
開
始
を
告
げ
る
「
け
ふ
玉
野
市
誕
生　

全
國
で
百
六
十
三
番
目
」
の
見
出
し
が
紙

面
を
飾
っ
て
い
る
。

◀
昭
和
37
年
に
第
17
回
国
体
が

開
催
さ
れ
、
玉
野
で
は
ヨ
ッ
ト

競
技
、
自
転
車
競
技
が
行
わ
れ

た
。
ヨ
ッ
ト
競
技
に
は
皇
太
子

ご
夫
妻
（
当
時
）
が
ご
臨
席
さ

れ
た
。

◀
平
成
18
年
５
月
18
日
に
行
わ

れ
た
大
型
客
船
バ
ー
ス
供
用
開

始
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
の
様
子
。当
日
は「
ふ
じ
丸
」

が
屋
久
島
に
向
け
出
航
し
た
。

▶
明
治
43
年
か
ら
、
鉄
道
連
絡

船
と
し
て
活
躍
し
た
宇
高
連
絡

船
。
昭
和
63
年
４
月
に
約
80
年

の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
た
。

年
の
軌
跡

70
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精霊送りの盆舟などの収集のお知らせ精霊送りの盆舟などの収集のお知らせ
　今年もお盆が近づいてきました。８月 15 日は昔から精霊送りが行われていますが、盆舟やお
供え物を川や海に流すことは禁止されています。
　市では、市内各所に精霊送りの場所を設け、盆舟などの収集を行いますのでご利用ください。

(１)　田井三軒屋児童遊園地横 (13)　大薮バス停横
(２)　田井前丁場川尻橋横 (14)　後閑バス停横
(３)　宇野港第３突堤公園内 (15)　沼入口ごみ置き場前　
(４)　玉野レクレセンター横 (16)　山田原区公会堂前　　
(５)　和田中央公園横広場 (17)　山田和楽園横三差路　
(６)　日比市民センター横 (18)　西田井地川尻集積広場
(７)　渋川公園内売店横 (19)　梶岡公民館前広場　　
(８)　玉原駐在所横児童公園前 (20)　胸上公会堂前広場　　
(９)　玉原天王谷川公園入口横 (21)　番田赤丸醤油前広場　
　　　（横断地下道入口横） (22)　岡山市農協鉾立資材店前
(10)　岡山市農協玉野支所前 (23)　八浜市民センター前　　
(11)　岡山市農協旧荘内上支所前 (24)　大崎奥の森バス停横　　
(12)　荘内市民センター前 (25)　大崎県道沿い墓地前（八浜駅前）

■日時／８月15日（日）　18時～ 21時（時間厳守）
■場所／次の場所に立札を表示しますので、最寄りの場所をご利用ください。

※お帰りの際は、線香やローソクは火災防止のため、盆舟や御供え物とは別にして、設置してあ
る専用容器（空き缶）へ入れてください。
※(３) の宇野港第３突堤公園内は、一部立ち入りが制限されており、車両の進入はできませんの
でご注意ください。

お供え物は持ち帰りましょう
　墓参りのお供え物は、墓参り後には残さず持ち帰りましょう。
　夏場は腐敗が早いうえ、野良犬・野良ねこやカラスなどがお供え物を食い散らかし、景観を
損ねます。
　また、線香やローソクは火災防止のため、墓参り後には必ず火を消しましょう。

■問合せ／生活環境課　☎32-5520
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玉野市職員・市民病院職員・臨時職員募集情報

市民病院職員募集市民病院職員募集

臨時職員募集臨時職員募集

玉野市職員募集玉野市職員募集
■募集職種と人数及び年齢・資格要件

職種 募集人員

5 人

１人

１人

年齢要件 資格要件

助産師・
看護師

昭和40年４月
２日以降に生
まれた人

助産師免許・
看護師免許を
有する人

昭和35年４月
２日以降に生
まれた人

薬剤師免許を
有する人

昭和55年４月
２日以降に生
まれた人

※助産婦・看護師の資格要件は、平成 23 年３月末まで
に卒業・資格取得見込みの人を含む。
※薬剤師は、薬局長の業務に従事できる経験と能力が
あることが望ましい。
※詳しくは、受験案内をご覧ください。

■申込受付期間／９月１日（水）～ 17日（金）
■第１次試験／９月 30 日（木）
※受験案内は、８月上旬から市民病院、市役所人事課、
文化センター、各市民センターで配付します。
※募集内容は、市及び病院ホームページにも掲載して
います。
■申込み・問合せ／市民病院事務部　☎31-2101

■募集人員／社会福祉士、又は保健師等 1人
■勤務地／中央市民センター（文化センター内）
■勤務内容／地域の生活課題の把握や、ささえあいの
　　　　　　ネットワークづくりの支援
■期間／ 10 月１日（金）～平成 23 年３月 31 日（木）
　　　　（９月 30 日まで再雇用する場合があります。）
■勤務時間／８時半～ 17 時 15 分
■申込方法／履歴書と資格証を中央市民センターまで
　　　　　　お持ちください。
■申込締切／８月 31 日（火）
■申込み・問合せ／文化センター　 ☎31-3711

診療報酬請求
業務経験が３
年以上の人

薬剤師

医科メディカル
クラーク

■募集職種と人数及び年齢・資格要件

職種 募集人員 年齢要件 資格要件

事 務 職

消 防 職

土木技術職

建築技術職

電気技術職

化学技術職

保 育 職

保 健 師

幼稚園教諭

10人程度

6人程度

3人程度

2人程度

2人程度

2人程度

5人程度

2人程度

3人程度

昭和57年4月2
日から平成5
年4月1日まで
に生まれた人

昭和55年4月2
日から平成5
年4月1日まで
に生まれた人

昭和55年4月2
日以降に生ま
れた人

高校卒業以上の
学力を有する人

保健師免許を有
する人

保育士資格を有
する人
（幼稚園教諭普通免
許がない人は採用後
に取得していただく
場合があります。）

幼稚園教諭普通
免許を有する人
（保育士資格がない
人は採用後に取得す
ることが条件です。）

※資格要件は、平成 23 年 3月末までに卒業・資格取得見
込みの人を含む。
※詳しくは、受験案内をご覧ください。

■申込受付期間／ 8月2日（月）～ 17日（火）
■第 1次試験／ 9月19日（日）
　　　　　　　（幼稚園教諭は９月19日（日）、26日（日））
■申込み・問合せ／
○事務職、土木・建築・電気・化学技術職、保育職、保健師
　玉野市職員採用試験委員会（人事課内 ☎32-5515）
○消防職
　玉野市消防職員任用委員会（消防総務課内 ☎31-5711）
○幼稚園教諭
　玉野市幼稚園教員採用試験委員会（学校教育課内 
　☎32-5575）

インターネットによる申し込みも受け付けます。
http://www.city.tamano.okayama.jp/jinji/ をご覧ください。

受験案内、申込書は次の場所にあります。
○市役所　住民子育て課（1階）、人事課（3階）、学校教育
課（3階）
○消防本部　消防総務課（3階）
○文化センター、各市民センター
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◆◆ 市からのお知らせ ◆◆

　

子
宮
頸
が
ん
の
原
因
で
あ
る

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
ィ
ル
ス
（

Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
の
感
染
を
予
防
す
る

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
、
７
月
１

日
か
ら
開
始
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
／
10
歳
〜
45
歳
ま
で
の

女
性

■
診
療
科
／

○
小
児
科
（
10
歳
〜
中
学
生
）

○
婦
人
科
（
高
校
生
〜
45
歳
）

■
接
種
回
数
／
３
回

○
１
回
目　

任
意

○
２
回
目　

１
回
目
か
ら
１
か

月
後

○
３
回
目　

１
回
目
か
ら
６
か

月
後

■
料
金
／
１
回
１
５
０
０
０
円

（
税
込
）

※
接
種
は
自
費
診
療
で
す
（
医

療
保
険
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
）。

※
接
種
は
予
約
制
で
す
。
接
種

診
療
科
の
外
来
に
電
話
で
ご
予

約
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
市
民
病
院

　

☎
31
・
２
１
０
１

　

公
的
年
金
に
原
則
と
し
て
25

年
以
上
加
入
し
て
い
れ
ば
受
給

資
格
期
間
を
満
た
す
こ
と
に
な

り
、
満
65
歳
の
誕
生
日
の
前
日

か
ら
老
齢
基
礎
年
金
を
請
求
で

き
ま
す
。

　

ま
た
、
希
望
す
れ
ば
満
60
歳
の

誕
生
日
の
前
日
か
ら
繰
上
げ
て

請
求
で
き
ま
す
が
、
次
の
よ
う

な
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
検

討
の
上
、選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

○
生
涯
に
わ
た
っ
て
年
金
額
が

減
額
さ
れ
ま
す
。

○
65
歳
前
に
障
害
者
に
な
っ
て

も
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

○
遺
族
厚
生
年
金
を
受
け
て
い

る
場
合
は
、
65
歳
に
な
る
ま
で

は
選
択
と
な
り
ま
す
。

○
寡
婦
年
金
の
請
求
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

※
他
に
も
併
給
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、

岡
山
西
年
金
事
務
所
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
提
出
機
関
／

○
国
民
年
金
第
３
号
期
間
（
専

業
主
婦
等
）が
あ
る
人
は
、
岡
山

西
年
金
事
務
所
へ

○
国
民
年
金
第
１
号
期
間
（
自

営
業
・
学
生
等
）
の
み
の
人
は
、

市
役
所
へ

■
問
合
せ
／

岡
山
西
年
金
事
務
所

 

☎
086
・
２
１
４
・
６
５
４
１

住
民
子
育
て
課　

☎
32
・
５
５
５
４

中
小
企
業
人
材
育
成
支
援
事
業

　

従
業
者
の
資
質
向
上
を
図
る

た
め
の
研
修
の
受
講
を
支
援
し

ま
す
。

■
対
象
／
市
内
に
主
た
る
事
務

所
、
又
は
事
業
所
を
有
す
る
中

小
企
業
者
な
ど
（
業
種
不
問
）

■
対
象
経
費
／
公
的
機
関
等
が

主
催
す
る
有
料
研
修
に
係
る
受

講
料
及
び
資
料
代

■
補
助
金
額
・
補
助
率
／
１
社

あ
た
り
20
万
円
以
内
（
補
助
率

10
分
の
５
以
内
）

■
申
請
受
付
／
随
時
（
補
助
予

定
額
に
到
達
次
第
終
了
）

中
小
企
業
情
報
化
助
成
事
業

　

販
路
拡
大
等
を
図
る
た
め
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
新
規
開
設
を

支
援
し
ま
す
。

■
対
象
／
市
内
に
主
た
る
事
務

所
、
事
業
所
を
有
す
る
中
小
企

業
者
（
業
種
指
定
有
り
）

■
対
象
経
費
／
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
新
規
開
設
に
係
る
外
部
委
託

費■
補
助
金
額
・
補
助
率
／
15
万

円
以
内
（
補
助
率　

５
分
の
４

以
内
）

■
申
請
受
付
／
随
時
（
補
助
予

定
額
に
到
達
次
第
終
了
）

共
通

　

申
請
書
類
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
商
工
観
光
課
に
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
申
込
み
・
問
合
せ
／
商
工
観

光
課　
　
　

☎
33
・
５
０
０
５

　

毎
回
講
師
を
代
え
、
定
期
的

に
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
／
８
月
20
日
（金） 

18
時
〜

■
場
所
／
産
業
振
興
ビ
ル　

３

階　

技
術
研
修
室

■
講
師
／
株
式
会
社
ベ
ク
ト
ル

Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｓ　

取
締
役　

多
田　

英
起　

氏

■
内
容
／
社
長
就
任
時
の
経
験

談
や
経
営
哲
学
な
ど
を
講
師
か

ら
お
話
し
い
た
だ
い
た
後
、
参

加
者
全
員
で
企
業
経
営
全
般
に

つ
い
て
意
見
交
換
し
ま
す
。

■
対
象
／
市
内
企
業
の
若
手
経

営
者
・
後
継
者
、
経
営
幹
部
を

目
指
し
て
い
る
人　

な
ど

■
参
加
費
／
無
料

■
申
込
方
法
／
事
前
に
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み
・
問
合
せ
／
商
工
観

光
課　
　
　

☎
33
・
５
０
０
５

第
３
回

若
手
経
営
者
と
語
る
会

商
工
業
支
援
制
度
に
つ
い
て

子
宮
頸
が
ん

予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種

老
齢
基
礎
年
金（
国
民
年
金
）

の
請
求
に
つ
い
て
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児
童
扶
養
手
当

父
子
家
庭
に
も
拡
大

現
況
届
の
提
出
に
つ
い
て

　

平
成
22
年
８
月
分
の
手
当
か

ら
、
父
子
家
庭
に
も
児
童
扶
養

手
当
の
支
給
が
拡
大
さ
れ
ま
す

が
、
受
給
す
る
た
め
に
は
申
請

が
必
要
で
す
。

　

平
成
22
年
11
月
30
日
ま
で
に

申
請
し
た
場
合
、
平
成
22
年
7

月
31
日
ま
で
に
支
給
要
件
に
該

当
し
て
い
る
人
は
「
８
月
分
」

か
ら
、
平
成
22
年
８
月
１
日
以

降
11
月
30
日
ま
で
に
支
給
要
件

に
該
当
す
る
人
は
「
要
件
に
該

当
し
た
日
の
翌
月
分
」
か
ら
支

給
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
22
年
12
月
１
日
以
降
に

申
請
し
た
場
合
、
「
申
請
の
翌

月
分
」
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
父
子
家
庭
の
支
給
要
件
／
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
子
ど

も
に
つ
い
て
、
父
が
そ
の
子
ど

も
（
18
歳
に
達
し
た
年
度
末
ま

で
の
子
、
障
害
児
は
20
歳
未
満
）

を
監
護
し
、
か
つ
生
計
を
同
じ

く
し
て
い
る
場
合
に
支
給
さ
れ

ま
す
。た
だ
し
、
父
、
又
は
同
居

の
扶
養
義
務
者
等
の
前
年
の
所

得
が
基
準
を
超
え
る
場
合
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
（
世
帯
状
況
に

よ
り
基
準
が
異
な
り
ま
す
）。

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
子

ど
も

②
母
が
死
亡
し
た
子
ど
も

③
母
が
重
度
の
障
害
の
状
態
に

あ
る
子
ど
も　

な
ど

■
手
当
額
／
（
月
額
・
児
童
１

人
の
場
合
）

全
部
支
給
者　

４
１
７
２
０
円

一
部
支
給
者　

９
８
５
０
円
〜

４
１
７
１
０
円

児
童
２
人
目　

５
０
０
０
円
加

算
、
３
人
目
以
降　

３
０
０
０

円
加
算

■
支
給
月
／
４
月
、８
月
、12
月

の
11
日

■
必
要
な
物
／
印
鑑
、
戸
籍
謄

本
（
請
求
者
及
び
児
童
の
も
の

で
、
請
求
理
由
が
離
婚
の
場
合

は
、
離
婚
年
月
日
の
記
載
の
あ

る
も
の
）
、
年
金
手
帳
、
請
求

者
名
義
の
通
帳
等
（
申
請
さ
れ

る
人
の
状
況
に
よ
っ
て
、
必
要

書
類
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
）

■
問
合
せ
／
住
民
子
育
て
課　

☎
32
・
５
５
５
４

　

現
在
、
児
童
扶
養
手
当
・
特

別
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
障
害

者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当
・

福
祉
手
当
（
経
過
措
置
）
を
受

け
て
い
る
人
は
、
現
況
届
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
期
間
／

○
児
童
扶
養
手
当　

８
月
２
日

（月）
〜
31
日
（火）

○
そ
の
他　

８
月
11
日
（水）
〜
９

月
10
日
（金）

■
必
要
な
物
／
印
鑑
・
証
書
等

※
児
童
扶
養
手
当
一
部
支
給
停

止
適
用
除
外
事
由
届
出
書
（
緑

色
）
が
届
い
て
い
る
人
は
、
現

況
届
時
に
合
わ
せ
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
（
該
当
者
の
み
）
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

　

20
歳
未
満
の
精
神
、
又
は
身

体
に
障
害
を
有
す
る
児
童
を
家

庭
で
監
護
し
て
い
る
父
母
、
又

は
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
場
合
は
除
き

ま
す
。

○
児
童
が
児
童
入
所
施
設
、
又

は
社
会
福
祉
施
設
に
入
所
し
て

い
る

○
児
童
が
障
害
を
事
由
と
す
る

年
金
を
受
け
て
い
る

○
父
母
及
び
同
居
の
扶
養
義
務

者
等
の
前
年
所
得
が
基
準
を
超

え
て
い
る

■
手
当
額（
月
額
）／

１
級　

５
０
７
５
０
円

２
級　

３
３
８
０
０
円

■
問
合
せ
／
住
民
子
育
て
課　

☎
32
・
５
５
５
４

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児

福
祉
手
当
・
福
祉
手
当（
経
過

措
置
）

　

身
体
、
又
は
精
神
に
著
し
く

重
度
で
永
続
す
る
障
害
が
あ
る

た
め
日
常
生
活
に
お
い
て
、
常

時
特
別
の
介
護
を
要
す
る
人
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
場
合

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

○
児
童
入
所
施
設
、
社
会
福
祉

施
設
等
に
入
所
し
て
い
る

○
病
院
、
又
は
診
療
所
に
３
か

月
を
超
え
て
入
院
し
て
い
る

（
特
別
障
害
者
手
当
）

○
障
害
を
支
給
事
由
と
す
る
年

金
受
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
（
障
害
児
福
祉
手
当
・
福
祉

手
当
（
経
過
措
置
）
）

※
障
害
者
本
人
、
又
は
そ
の
配

偶
者
も
し
く
は
扶
養
義
務
者
の

前
年
の
所
得
に
よ
る
支
給
の
制

限
が
あ
り
ま
す
。

■
必
要
な
も
の
／
印
鑑
、
平
成

21
年
の
収
入
の
わ
か
る
も
の

■
問
合
せ
／
社
会
福
祉
事
務
所

　

☎
32
・
５
５
５
６
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平
成
22
年
度
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
共
通
試
験
が
、
日

本
下
水
道
協
会
岡
山
県
支
部
に

よ
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
23
年
度
の
試
験

実
施
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
受
験
資
格
／
試
験
の
実
施
日

に
お
い
て
、
年
齢
が
満
20
歳
以

上
で
、
一
定
の
実
務
経
験
、
又

は
高
校
指
定
学
科
卒
等
に
該
当

す
る
人
。

■
試
験
日
時
／
11
月
14
日
（日）　

９
時
45
分
〜

■
試
験
会
場
／
岡
山
、
倉
敷
、

津
山
会
場

■
受
験
講
習
会
／

（
岡
山
会
場
）
10
月
７
日
（木）
、

８
日
（金） 

（
津
山
会
場
）
10
月
14
日
（木）
、

15
日
（金） 

■
受
付
期
間
／
９
月
６
日
（月）
〜

17
日
（金）
（
土
・
日
を
除
く
）

　

申
込
書
・
受
験
案
内
は
、
８

月
23
日
（月）
か
ら
下
水
道
課
に
あ

り
ま
す
。

■
申
込
み
・
問
合
せ
／
下
水
道

課　
　
　
　

☎
32
・
２
７
７
７

　

地
理
的
要
因
に
よ
り
テ
レ
ビ

放
送
の
受
信
が
良
好
で
な
い
地

域
（
ビ
ル
や
公
共
施
設
な
ど
建

物
が
原
因
と
な
る
場
合
は
除

く
）
で
、
共
聴
施
設
で
テ
レ
ビ

を
受
信
さ
れ
て
い
る
組
合
等
に

お
い
て
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

へ
の
移
行
に
伴
い
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
へ
の
移
行
や
施
設
の
改

修
な
ど
一
定
の
条
件
を
満
た
し

た
場
合
、
費
用
の
一
部
に
つ
い

て
国
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

支
援
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
８
月
31
日
（火）
ま
で
に
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
け
れ
ば
、
支

援
対
象
等
に
つ
い
て
確
認
し
ま

す
。

※
申
請
時
期
が
あ
り
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

■
支
援
条
件
／

○
共
聴
施
設
で
受
信
し
て
い
る

こ
と

○
地
理
的
要
因
に
よ
る
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
の
難
視
地
域
で
あ

る
こ
と

○
共
聴
施
設
を
デ
ジ
タ
ル
改
修

し
て
い
な
い
こ
と

○
本
年
度
中
に
共
聴
施
設
を
撤

去
で
き
る
こ
と
（
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
移
行
の
場
合
）
な
ど
。

■
支
援
内
容
／

○
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
加
入
金
及

び
施
設
撤
去
費
用
の
一
部

（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
移
行
の
場

合
）

○
共
聴
施
設
改
修
に
か
か
る
費

用
の
一
部

■
注
意
事
項
／
対
象
施
設
の
状

況
や
費
用
等
に
よ
り
、
支
援
条

件
を
満
た
さ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

■
問
合
せ
／
総
務
課　

☎
32
・
５
５
０
４

　

こ
の
認
定
試
験
の
合
格
者
に

は
高
等
学
校
の
入
学
資
格
が
与

え
ら
れ
ま
す
。

■
受
験
資
格
／
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人

①
就
学
義
務
猶
予
免
除
者
、
又

は
就
学
義
務
猶
予
免
除
者
で
あ

っ
た
人
で
、
平
成
23
年
３
月
31

日
ま
で
に
15
歳
以
上
に
な
る
人

②
保
護
者
が
就
学
さ
せ
る
義
務

の
猶
予
、
又
は
免
除
を
受
け

ず
、
か
つ
平
成
23
年
３
月
31
日

ま
で
に
満
15
歳
に
達
す
る
人

で
、
そ
の
年
度
の
終
わ
り
ま
で

に
中
学
校
を
卒
業
で
き
な
い
と

見
込
ま
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
と

文
部
科
学
大
臣
が
認
め
た
人

③
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
に

満
16
歳
以
上
に
な
る
人

④
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
人

で
、
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で

に
満
15
歳
以
上
に
な
る
人

■
試
験
科
目
／
国
語
・
社
会
・

数
学
・
理
科
・
英
語

■
試
験
日
／
11
月
２
日
（火） 

■
願
書
受
付
期
間
／
８
月
20
日

（金）
〜
９
月
７
日
（火）
当
日
消
印
有

効
　

受
験
を
希
望
す
る
人
は
、
８

月
27
日
（金）
ま
で
に
学
校
教
育
課

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
学
校
教
育
課　

☎
32
・
５
５
７
５

中
学
卒
業
程
度
認
定
試
験

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
共
通
試
験

地
理
的
要
因
に
よ
る
共
聴

施
設
の
地
デ
ジ
化
支
援

困った…こんなときどうすれば  24
Ｑ．市の委託で来たといって、排水設備の清掃
業者がきました。どうしたら良いですか？

Ａ．市が業者に依頼して宅地内の排水設備を
点検・清掃することは絶対にありません。あ
いまいな返事をすると作業に取りかかり、高
額な作業代金を請求される場合があります。
　はっきり断り、不審に思ったときは身分証
の提示を求めるなど、不用意に依頼しないよ
う注意しましょう。
※契約をして困ったらクーリングオフ制度が
あります。詳しくは、岡山県消費生活センター
（☎086-226-0999）へお問い合わせくださ
い。

■問合せ／下水道課　☎32-2777
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農
地
の
転
用
に
つ
い
て

原
爆
写
真
ポ
ス
タ
ー
展

農
業
に
関
す
る
ご
み
の

焼
却
に
つ
い
て

　

農
地
以
外
に
転
用
す
る
場
合

に
は
、
農
地
法
等
に
基
づ
く
手

続
き
が
必
要
で
す
。

①
市
街
化
区
域
内
農
地
の
場
合

…
農
業
委
員
会
に
届
出
が
必
要

②
市
街
化
調
整
区
域
内
農
地
の

場
合
…
農
業
委
員
会
の
許
可
が

必
要

③
農
用
地
区
域
内
農
地
の
場
合

…
農
林
水
産
課
に
農
用
地
区
域

か
ら
の
除
外
申
出
（
８
月
31
日

（火）
締
切
）
を
し
、
除
外
完
了

後
、
農
業
委
員
会
の
許
可
が
必

要
。

　

な
お
、
場
所
や
目
的
に
よ
っ

て
、
転
用
や
農
用
地
区
域
か
ら

の
除
外
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
農
林
水
産
課

☎
32
・
５
５
６
１

　

ご
み
の
焼
却
処
分
は
「
廃
棄

物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る

法
律
」
及
び
「
同
法
律
施
行

令
」
に
お
い
て
、
一
部
の
例
外

を
除
い
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

農
業
に
関
す
る
焼
却
（
焼
き

畑
、
畑
の
草
や
収
穫
後
の
つ
る

の
焼
却
な
ど
）
は
、
法
律
で
例

外
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
一
方

で
、
近
年
、
市
に
寄
せ
ら
れ
る

苦
情
の
件
数
も
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

　

法
律
で
例
外
と
し
て
認
め
ら

れ
て
い
る
ご
み
の
焼
却
処
分
で

あ
っ
て
も
、
煙
や
悪
臭
で
窓
が

開
け
ら
れ
な
い
、
洗
濯
物
や
布

団
へ
灰
や
悪
臭
が
付
く
、
周
辺

へ
の
火
災
の
恐
れ
が
あ
る
な

ど
、
近
隣
へ
の
迷
惑
に
つ
な
が

り
ま
す
。
や
む
を
得
ず
農
業
に

伴
う
草
、
枝
、
葉
、
麦
わ
ら
な

ど
の
ご
み
の
焼
却
を
行
う
場
合

は
、
時
間
帯
や
風
向
き
、
焼
却

す
る
量
を
考
慮
し
、
近
隣
へ
の

迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
農
業
に
関
す
る
ご
み

で
あ
っ
て
も
、
廃
ビ
ニ
ー
ル
や

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
焼
却
は
行

わ
ず
、
産
業
廃
棄
物
と
し
て
適

正
に
処
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
／
生
活
環
境
課　

☎
32
・
５
５
２
０

■
期
間
／
８
月
４
日
（水）
〜
10
日

（火） ■
場
所
／
メ
ル
カ
２
階
（
営
業

時
間
中
展
示
。
た
だ
し
、
最
終

日
は
15
時
ま
で
）

■
提
供
／
広
島
平
和
記
念
資
料

館■
問
合
せ
／
総
務
課　

☎
32
・
５
５
１
６

夏
の
省
エ
ネ

は
じ
め
よ
う

　
夏
は
エ
ア
コ
ン
な
ど
を
使
用
す
る
機
会
が
増
え
、エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
増
加
す
る
季
節
で
す
。エ
ネ
ル

ギ
ー
資
源
の
枯
渇
や
地
球
温
暖
化
が
問
題
と
な
っ
て

い
る
今
、家
庭
や
会
社
に
お
い
て
積
極
的
に
省
エ
ネ
に

取
り
組
み
、環
境
に
や
さ
し
い
生
活
に
変
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　その他の取り組みやチェックシート
など市ホームページで紹介しています
ので、ご覧ください。

■問合せ／生活環境課　☎32-5520

●冷房の温度は 28 度を目安に設定●

●近隣へのお出かけは、徒歩か自転車で●

●アイドリング・ストップなどのエコドライブ●

●待機電力による無駄な電力消費を減らす●

●環境に優しい商品、省エネ性能に優れたものを選ぶ●

●お湯や水を流しっぱなしにしない●

●過剰包装やレジ袋は断り、マイバッグを利用する●
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